
 

 

 

 

肝炎ウイルス検査受検促進のための啓発を実施します  

 

肝炎とは、肝臓の細胞が破壊されている状態で、その原因は、ウイルス、アル

コール、自己免疫性など、多様であるものの、B型肝炎ウイルスやC型肝炎ウイル

スが原因となって引き起こされるものが多いといわれています。 

また、肝臓がんについても、その原因の約６割はB型やC型の肝炎ウイルスであ

ることが分かっています。 

和歌山県では、これらのウイルスを早期に発見し、早期治療につなげるために、

肝炎ウイルス検査の受検促進を目的に啓発を実施します。 

 

◆日 時：令和７年７月２６日（土）午後１時から午後２時まで（予定） 

  

 ◆場 所：ＪＲ和歌山駅西口（住所：和歌山県和歌山市美園町5丁目61） 

  

 ◆経 緯：７月２８日（月）の世界（日本）肝炎デーを迎えるにあたり、肝疾患につ

いての正しい知識の普及と予防の重要性についての認識を高めることを

目的として、国や関係機関と十分な連携を図りつつ、継続的な啓発活動

を実施 

  

 ◆内 容：肝炎ウイルス検査の受検を促進するため、リーフレット、ポケットティ 

ッシュ、うちわ等を街頭配布することにより啓発を実施 

 

  ◆主 催：和歌山県、和歌山県立医科大学附属病院（肝疾患相談支援センター）、 

国立病院機構南和歌山医療センター（肝疾患相談支援センター）、大阪 

肝臓友の会和歌山支部、全国Ｂ型肝炎訴訟大阪弁護団 

 

※悪天候等の場合は中止となります。 
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